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], はじめに 

第 1 7 回年次学術大会 ( 2002) で， 当時 結は ついたばかりの 産学官連携を 促進 

するため， 文部科学省の 政策の一環として ， 産業界の体験を 有する人材を 主力と 
する産学官連携コーディネータ 一の配置について 報告した [' l 。 

その後， コーディネート 活動の中で創成した 産学官連携モデルについては 報告 
の機会を得たが [2 Ⅱ 3 lH 。 l, この報告では ， 各コーディネーターが 配置されている 

大学・高専における 連携活動を基本としつつも ， その活動の促進のため 取り組ん 

でいる相互 研鎮 ・ネットワークによる 相互支援に焦点を 当てて現状と 今後の方向 

ほ ついて報告する。 

2 . コ 一千ネータ一の 毛 Ⅰ と ミッション 

現在 1 0 4 名のコーディネ 、 一 ターが 8 0 大学・高専等に 配置されており ， 次の 

ミッションの 中からそれぞれ 配置を受けている 大学・高専等との 調整に基づき ， 

業務の構成とウェイト 付けを行い目標管理を 行っている。 
[ コーチ ィ ネータ一のミッション ]   ズと シーズのマッチンバ 
・知財管理・ 活用 
・ベンチャー 起業・育成支援 
・特定プロジェク ト推進支援 

・学内活動の 構築支援 
・地域の産業界・ 自治体との連携支援 
・ シ一 ズ 創造 

・各種連携 
なお， 筆者も 2003 年 3 月末までは大阪大学に 配置を受けていたが ， コーディ 

ネータ一の人数も 増え， ポータルサイトの 整備など共通業務も 増えてきたので ， 

「広域コーディネーター ( 全国地域 ) 」として 1 0 3 名のパートナーとして 業務に 

就いており， 2004 年度からは，特定の 大学に配置を 受けつつ周囲の 未配置大学と 

の 連携を図る 「地域広域コーディネ 、 一 ター」 が 9 名配置されている。 

3 . 廿 * の 共有化 

産学官連携コーディネ 、 一 ター制度発足 (2002 年度 ) 当初から 「情報の共有化」 

を 目的に 「研修会議の 開催」 「メルマガの 発信」 を行い， 約 1 年後 (2003 年度 ) に 

ポータルサイトによる 「情報の共有化」 に着手し， さらに 1 年後 (2004 年度 ) に 

は 一般にも公開した。 
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㌻ ] . 会旺 による 廿 荻の共有化 
( 1 ) 全日合Ⅰ 

コーディネ 、 一 ター制度発足年度 ( 2002 年度 ) はホームページなどメディアに よ 

る情報の共有化環境が 未整備であ ったこともあ り相互交流を 重視して 4 回 / 年関 

催したが， これらのメディアの 充実や 「産学官連携推進会議」 ( 京都八 さらには 
「 イ /  ベ一 ションジャパン」 ( 東京 ) など相互交流の 機会ができたこともあ り， 

2003 年度・ 2004 年度は 2 回 / 年 開催とし， この間， 概ね， 各地域の特質や 大学 

の事情もお互いに 判るようになってきたこともあ り， 今年度は相互 研墳 に焦点を 

当てて 1 回 / 年 開催 ( 1 1 月 3 日～ 5 日 ) とし， グループ討議による 研修を実施 

することとしている。 

( 2 ) 地区会Ⅰ 

現在 1 0 4 名のコーデイネーターが 8 0 大学・高専等に 配置されており 地域に 

よって， 北海道東北， 首都圏， 関東甲信越， 中部， 関西， 中国四国， 九州・沖縄 

0 7 つの地区会議を 設定し， 身近な課題に 関わる相互交流に 重点を置いている。 

3 一 2 , メディアによる 共有化 

  ] )  ポータルサイト : http:77www.sangakukanren-cd.iD/ 

この項の前書きにも 記したように l 年 @ 間は コ 一 - デイネ、 - 一 タ ・一間の情報の 共有化 

を 目的として運用していたが ， 産学官連携分野の 方々にも役立つ 情報も充実して 

きたこともあ り広報と情報提供を 兼ねて昨年度に 一般にも公開した。 

次の事項を収載している。 

・産学官連携支援事業 : この制度の説明 
・ コーディネ 、 一タ 一の紹介 

・産学官連携 Q & A [8 カテゴリー 2 6 項目 ] 

・産学官連携事例紹介 [8 カテゴリー 8 5 事例 ] 

，公募情報 

・ リ ンク 

特に，「公募情報」はコーディネーターがコーディネ 、 一ト 活動に除して 出会した 

課題を基盤にほ ほ 全省庁の制度を 収載しており ， 次のような特徴を 持っている。 

( 2 ) メルマガ 

ポータルサイトの 充実までは相互交流や 半 は 官報的な性格で ， 1 回 / 月程度に 

編集していたが ， 現在は 4 回 / 午 程度のミニコミ 誌 という性格にしている。 

4 . 産 宇宙連接 コ 一千 ィ ネータ一のホットワーク 
各 コーディネータ 一の活動支援を 行いっ っ コーディネータ 一のト一タルパ ヮ一 

を発揮できるように 大きく次の三つのネットワークを 整備している。 

① 「お問い合わせシート」 を活用した大学問連携による 「技術相談」 への対応 

② 地域における 未配置大学などへの ネ、 ッ トワークの拡大 

③ 「 C D ( コーディネ 、 一タ 一 ) ナノテク フ オーラム」 を介する課題 別 ネット 
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4 一 ] , 「お問い合わせシート」 を活用した大学面連枝 

最近， 企業から 「 某 大学に共 

同研究に対応 い ただける先生を 

探して欲しい ， とお願いをして 
産学官連携コーティネート ゐ 間合わせシート 

い るが， なかなか回答がいただ E-ma4:  taite@gucN@nfty.coT  FAX  06-6444-5284 

けないでの探して 欲しい。 」とか 仝 轄 ・ X 卒 $  &8 千をぬ EW FAX 毛珪 

「どこか共同研究に 対応いただ ㏄巨の内ものみ 招人下さⅠ り 

ける大学を探して 欲しい。 」とい お 商いさわせ外議， 技宙柑笘 2 共同研究鞍笠 3 % 拝拍 *. は 仇 供与 4 ベンチャ @. お柔柑嵌 
・ ゐ苗 合せの 公的負 金   分 弗 6 錠 楳 促進セミサー ，シンホジウム 蒔 

ぅ 依頼が私の手元の 来るように 事項に 0 印を 7 その他     
付けて下さい 

なっている。 ご何故由 害 杵お 高孜佗広 田時の焦 瀋弗 ての乳化 分故 

そ で ，活用しているこの シ ・ だけ其体的に 宙撰 かつでさる 硯毛 ． 麟 脂の乳化 升 はは．乳化弗を 本柏して反転 乳 七 % や桂牡仮 ， " よて行っている 
一ト ( 図 1 ) は，大阪大学で「 技 

お妖 いします この乳化分蝕の 臆に 樹 指の粘度を下けて 旺 七を容易にするためこ ，田田を下乱て 特輯 し 

術 相談」 案件の整理のため 考案 
  ている L 力 @ し 櫻告 ． 1 惇 があ ． セ も窩に 接に用清朗 喜 欽也 が 幼主てあ 貞 (l00C り 非肋み 以上 、 @ のや かつ 臆 ては a) 浦山が把 忍弗希 祝が必須となっている 旗 中に少 俺俺辞 し 甘題と 

  なっている 

したものを原型に 今の立場で使 そこ て ． 瀋 窩を用いずに 韓化 なを 5 打ふ下 て 0l@l ソ の神珪の安定な ェ 7 ルションを作 

6% たな 鼓 時の億 立を 、 鞍 暗も吉めて 自 括して ぃ 5 

用できるよ う に改造したもので その他の車 項 折 白なとて小技 合 があ れは改めてご 走皓 をいただくこととして、 これにて，本件に 繍 わる 
あ る。 谷ロのお払い 会わせファイル   よ クローズとする 

大枠内を企業に 記入していた sg は   対 あ 内存   

受付 尭号 次の冊 簗が 寄せられ． i 2f こ ついては、 ク % 弓ハに 大宇・ 企宝 の 壷接 実施 企 荻田でⅢ 億 
だき， 企業名はマスクをして コ ㏄ S0202?  接堪 の摘果、 宙大学への其体 的擾 棄か 技 示されたの て 、 岡井・吉林 由 CDi- な葮 の 垢 なを 

一 ディネータ一に 配信して対応 桐綜日 移葮し l 宇揮 ・ 34 9 犬羊 についてほ、 違 Bi こよ リコ・ ノ タウトすることとした 
方立凡卑。 l 月 i 、 ト 2 名吉屋エ 集 大学 

いただける教員の 探索を行う ち 3 宮町 % 分盆柱 佐穏 大字・ 原 CD 「祐介 

のであ る。 
4 % 連接 億企圭 佐賀 大 ￥・ g,Co ご紹介 

ご枕       Ⅱ年 2 月   e 日   

F-rar  @iite  tucro-@ycyi  a  Ofr-6W-5?S5 

口 Ⅰ お問い合わせシートの 活用例 

最近の案件への 対応事例を考察すると ，次のように 企業の要求が 特化しており ， 

私が大阪大学に 配置を受けている 時であ れば対応出来なかったと 思われ， コーデ 

ィ ネーターネットワークの 成果であ る。 

・着色ソリューション 系 H 社 ( 本社・大阪 )     京都工芸繊維大学， 干葉大学 

・化学系 A 社 ( 本社 : 大阪 ) : 宇都宮大学と 名古屋工業大学からご 紹介をいただき 

両大学で検討中。 ( 図 1 の事例 ) 

・電子部品系 T 社 : 筑波大学・ 日本大学・京都工芸繊維大学からご 紹介いただ り 

たが， 先ずは筑波大学で 共同研究が成立。 

4 一 2 . 曲枕におけるネットワークの 拡大 

関西地域には 2 1 名のコーディネーターが 1 4 大学に配置されており ， 東大阪 

担当の連携範囲を 含めて 2 2 大学をカバーしている。 一方， 近畿地域には 大学が 

1 0 0 あ り幾つかの大学からは 何らかの連携を 求められている。 また， 地域の他 

の 制度・機関に 関わるコーデイネ、 一 ターとの連携も 視野に入れ 「近畿産学官連携 

--bb 一 



コーディネ 、 一 ター・実務者会議」 

( 共催 : 近畿経済産業局 ) を平成 

17 年 3 月に開催し連携活動を 継続 

するとともに ， このモデルを 中 
図 四国地区を始めとして 他地区 
にも展開を進めている。 

その後， 参加した各大学からは 

「公的資金の 活用」に関する 講演， 

プロジェク ト化に関する 相談など 

が 寄せられている。 

 
 

  

 
 

4 2 近臣 地牡 におけるホットワーク 

4 一 3 . 榛 Ⅰべ ー スのホットワーク 

ナノテク分野に 関心をもつ産学官連携コーデイネータ コ アメ ンパー 玉 ナ番 ロ 

ーが相互 研 鎮を行いつつ 研究現場の身近で 活動をしてい ( 多ロ・ 佐穏 ， 宙桂 ) 

6 強みを活かしてプロジェクト 構築など連携活動を 推進 プロ，ジェクトメンパー 

  
クフォーラム」 を ( 右図 ) を構成している。 国の科学技 

術 政策で重要分野として 掲げられている ，バイオ・ I T . 

環境 ェネ、 ルギ一などにも 拡大を働きかける 所存であ る。 

4  3  C  D ナノテク フ オーラム   フオーラム 正 ダンパー 臼 4 名 )       

5 .  むすび ;   フ オーラム   串 メンバー   (?5 名   )   ; 

産学官連携は 大学・企業・ 産業界の連携を 基本としつつも ， 今後は， 地域にお 

ける未配置大学も 含めたネットワーク や 「 C D ( コーディネータ 一 ) ナノテク フ 

オーラム」 ( 図 3 ) のような課題 べ一 スの ネットワークを 構築することにより ， 各 

大学における 活動を支援するとともに ， ナショナル・ イ / ベ一 ショ ン ・ システム 

( I N S ) の一翼を担 う 方向に活動を 展開していきたい。 
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